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1 01豊能 ● 01池田保健所 ◎

池田保健所

地域・職域連携推進

協議会

R7年2月 〇 〇

地域住民の栄養・食

生活の改善及び糖

尿病の重症化予防

【目的】

３年間の取組結果を共有し、次年度以降の取組の方向性を決定する

【内容】

・地域・職域連携推進事業についての講義

・野菜に関する取組結果の報告

・次年度以降の取組内容の検討

【対象】

管内医師会、市町健康づくり・国保・後期高齢担当課、商工会議所・商工会、協会けんぽ、ダイハツ工業

（株）

【結果】

・令和８年2/20協議会開催

・協議会参加：13/16機関（81.3%）20名

・３年間の取組結果の報告と次年度以降の取組方針について合意形成できた

・協議会参加機関に関しては、会議当日の発言から地域と職域の連携の意義をより理解してもらえた

【課題】

・「野菜」以外のテーマを希望する機関に対して、個別のアプローチが必要

・野菜摂取量の向上について評価方法の検討が必要

2 01豊能 ● 01池田保健所 □
野菜に関する啓発イ

ベント

R7年５月

～R8年２月
〇

地域住民の栄養・食

生活の改善

【目的】

1日に必要な野菜摂取量の周知、野菜摂取量の向上

【場所】

菅内２市２町、ダイハツ工業(株)敷地内、池田・箕面商工会議所　能勢・豊能商工会

【時期】

令和７年５月～令和８年３月

【内容】

・池田保健所管内の各市町や企業で野菜に関する取組を行う。

※各機関の状況に合わせて具体的な取組内容を決定する

  〈野菜に関する取組のモデルプラン〉

  ・野菜を手に取る機会を作る。

　　 方法：JAの野菜移動販売車を活用、直売所やマルシェとの連携 等

  ・1日に必要な野菜摂取量を周知する。

　　 方法：１日に必要な野菜摂取量を体感する機会の確保（フードモデル、生野菜を活用）、

　　　　　　　イベント等における栄養や野菜に関する相談の場の提供  等

　・1日に必要な野菜摂取量の認知度を把握するため、アンケートを実施する。

　・機関紙への野菜に関する記事掲載等

【結果】

・14機関中12機関が、野菜に関する取組を実施できた。

・JAの野菜移動販売車を活用したイベントでの野菜販売や、１日に必要な野菜摂取量を体感するゲームの実

施、1日に必要な野菜摂取量の認知度を計るアンケートの実施、商工会会報誌への野菜に関する記事の掲

載など、様々な方法で、府民に働きかけることができた。

・全14機関が、健康について、他機関と連携して、働き世代　　に働きかける重要性を理解できた。

【課題】

・14機関中２機関が、野菜に関する取組を実施することができなかった。特に、市町保健部門と関わりずらい

職域や市町国保課において、野菜摂取量向上を目指した取組を実施する難しさを感じた。

・野菜摂取量向上について働きかけた結果は、短期間で数値として表れるものではないため、評価が難しかっ

た。

3 01豊能 〇 02吹田市 ○
健康すいた21推進

懇談会

R7年8月

R8年2月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職域における取組と

の連携が十分でな

い。

【目的】

市民一人ひとりが、主体的に健康づくりに取り組むことで健康の保持・増進を図ることを目的に、健康づくりの取組

に関して関係機関が連携し、必要な意見交換を行うため

【内容】

・健康づくりに関する計画の策定・推進・評価に関する事項

・健康づくりの推進を目的とした関係機関の情報交換、情報共有及び連携に関する事項

【対象】

市民、大学、医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協議会、商工会議所、栄養士会等

【結果】

・令和８年度の次期計画策定に向け、健康に関する市民意識アンケート調査項目や、次期計画の骨子案の

検討を行った。

【課題】

・各団体の取組報告に留まり、連携した取組の実施には至っていない。

・就労世代は社会保険の加入者が多いが、社会保険を含めた健康医療の最新データが市町村単位では取

得が難しい。

4 01豊能 〇
03豊中市保健

所
◎

地域・職域連携推進

協議会（豊中市保

健医療審議会）

R7年7月 〇 〇 〇 〇 〇

制度間でのつながりが

十分でない

【目的】

豊中市の保健医療についての総合的な施策その他の重要事項及び保健所の運営に係る内容についての調査審

議、意見答申

【内容】

・保健事業の実施報告及び実施予定

・健康づくり・食育推進計画に基づく事業報告（地域・職域連携推進事業含む）

・その他

【対象】

市民、学識経験者、保健医療又は福祉の関係団体、事業者、市民団体

【結果】

令和6年度に実施した地域・職域連携事業に係る取組みについて紹介し、意見交換を行った

＜課題＞

法制度上の問題等、一市町村では対応の難しい課題が多い

5 01豊能 〇
03豊中市保健

所
□

協会けんぽ　被扶養

者集団健診における

がん検診の啓発

R7年

（通年）
◎

協会けんぽの被扶養

者のがん検診の受診

率が低く、認知度も

低い。

【目的】

がん検診等を実施していない保険者の被保険者・その被扶養者に対し、市のけんしんを周知し受診勧奨すること

で、自身の健康管理に役立ててもらう。

【内容】

豊中市内の協会けんぽ被扶養者の集団健診において、市のがん検診受診勧奨を実施

【対象】

協会けんぽの被扶養者

【結果】

・9か所384人の健診受診者全員に自治体がん検診・歯科健診について啓発することができた

【課題】

・チラシ配布啓発に伴う検診受診者をカウントできないため、効果検証が難しい

結果・課題目的・内容・対象　等

令和７年度　保健所圏域　地

域・職域連携推進事業実績報

告（保健所圏域別一覧）

二次

医療圏

取組む地域の

健康課題

取組み分野

その他
社会環境

整備

生活習慣病

発症予防

早期発見

重症化予防

生活機能

維持・向上

保健所圏域

取組

区分
取組名 実施月

【表の見方】

「取組区分」⇒◎：地域職域連携推進協議会、○：協議会以外の会議（ワーキング等）、□：会議以外の取組

※下記表では、会議の一覧を最初に掲載し、会議以外の取組をその後、掲載。

「取組名」⇒会議名や事業での取り組んでいる事業名 「実施月」⇒実施月（可能な範囲（例：10月～12月等）で記載）

「取組み分野」⇒該当する取組みに○（複数の内容にまたがる場合は、該当項目のすべてに○を、主な目的となるもの一つに◎を記載）

「取組む地域の健康課題」⇒取組みを進めることの、地域の健康課題について、主なものを記載。 「目的・内容・対象 等」⇒取組みにおける目的・内容・対象等について、概要を記載。

「結果・課題」⇒取組みの結果と取組みを踏まえた課題についてそれぞれ記載。

参考資料３
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結果・課題目的・内容・対象　等
二次

医療圏

取組む地域の

健康課題

取組み分野

その他
社会環境

整備

生活習慣病

発症予防

早期発見

重症化予防

生活機能

維持・向上

保健所圏域

取組

区分
取組名 実施月

6 01豊能 〇
03豊中市保健

所
□

自治体における歯科

口腔保健の推進に

関する取り組み/健

診・がん検診啓発

R7年10月 〇 ◎ 〇

協会けんぽの被扶養

者のがん検診の受診

率が低く、認知度も

低い。

【目的】

就労世代に向けて、自身の健康づくりのきっかけを作る

【内容】

・市内業者の社員向け健康イベントに参画し、健診やがん検診を啓発。

・同イベントにて「歯科健診の健診機会の確保等に取り組むための全世帯向けモデル歯科健康診査等実施事

業」に参加し、アドチェックを実施。結果通知にて歯周病と歯科健診について啓発を行う。

【対象】

市内1社の社員

【結果】

・6566人に健診やがん検診啓発をすることができた。

・50人にアドチェックを実施、歯周病のリスクや歯科健診について啓発することができた。また、自治体けんしんや

生活習慣病についてなど、豊中市の取り組みを啓発することができた。

【課題】

モデル事業への参加により実施する運びとなったため、継続性を確保できていない。豊中市民が多い企業など、

より啓発効果の期待できる事業所との連携の検討も必要。

7 01豊能 〇
03豊中市保健

所
□

市内企業の社員食

堂における野菜摂取

量測定

R7年6月

R7年9月

R8年1月

◎

野菜摂取量が少ない

ことが推測される

【目的】

働く世代の野菜摂取量増加への行動変容

【内容】

特定給食施設指導を実施した事業者のうち希望する企業の社員食堂においてカゴメベジチェックによる推定野菜

摂取量測定と保健所管理栄養士による結果説明及びワンポイントアドバイスを実施する。

【対象】

市内2社の社員

【連携機関】

市内2社

【結果】

A社

（6月実施）105人

B社

（9月実施）144人

（1月実施）181人

働く世代を中心に野菜摂取について啓発することができた。

【課題】

・特定給食施設に対して案内し、２社からの依頼を受けて実施する運びとなった。今後他の事業所にも広げて

いきたい。

8 01豊能 〇
03豊中市保健

所
□

豊中商工会議所所

報の同封サービスを

活用した働く世代から

の認知症予防の啓

発

R7年5月 〇 〇

働く世代に向けた認

知症予防に関する知

識の普及、周知が十

分にできていない。

豊中商工会議所の所報「とよなかCHAMBER」の同封サービスを活用し、本市作成のパンフレット「働く世代からの

認知症予防予防習慣ナビ」を同封し、啓発を行う。

【結果】

・会員約2,700社に対し、主に働く世代（40～50代）に向けた本事業について啓発することができた

【課題】

・配布のみであるため、効果検証が難しい

9 02三島 ● 04茨木保健所 ◎

茨木保健所圏域地

域・職域連携推進協

議会

R8年2月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

府民のヘルスリテラ

シーの向上

【目的】

地域保健・職域保健の連携により、保健事業を共同実施するとともに、保健事業の実施に要する社会資源を相

互に有効利用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制を整備

【内容】

・府民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組むようヘルスリテラシーの向上に向けた情報発信及び健康づくりモデ

ル事業の取組報告及び評価

・次年度の取組検討

【構成機関】

医師会、歯科医師会、薬剤師会、市町村、商工会・商工会議所、協会けんぽ

【結果】

日時：令和8年2月13日（金）14:00～15:30

・共同事業について、昨年度からの経過及び今年度の取組みを共有するとともに、来年度の取組みについて意

見交換を実施し、合意形成を図った。

・今後の展望について事務局案を提示し、意見交換を行った。

【課題】

今後の事業展開を見据え、構成機関の拡大等協議会の体制整備が必要。

10 02三島 ● 04茨木保健所 □

茨木保健所圏域地

域・職域連携推進に

かかるワークショップ

R7年12月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

府民のヘルスリテラ

シーの向上

【目的】

多様な主体と連携・協働した「府民の健康づくりを支える社会環境整備」に向けた機運醸成を図る。また、他地域

との連携を図ることで、当保健所圏域の取組の活性化とともにオール大阪での取組の展開をめざす。

【内容】

「住民が楽しみながら健康づくりに取り組むまちづくり～まちの魅力発信～」をテーマとした全体ワーク・グループワーク

・まちのこと、健康のことで住民に伝えたい情報を大阪らしさも入れながら、「うわさ」として考える。

・考えた「うわさ」をどこで、どのように届けられるかを考える。

【対象】

医師会、歯科医師会、薬剤師会、市町村、商工会議所、府健康づくり課、府内保健所等

【結果】

・出席者数　18機関29名

・まちや健康の「うわさ」について、参加者からの積極的な発表が多く見られ、60個の「うわさ」が考案された。ま

た、具体的な活用・展開方法についての意見交換を実施することができた。

・参加者アンケートにて95％以上が「健康なまちづくりの推進に役立つ内容」、「健康づくりに取り組む意欲が高

まった」と回答。また、「他の地域の情報が聞けてよかった」、「昨年より取組のバリエーションが増えて参考になっ

た」等の意見・感想があった。

【課題】

協議会構成機関の参加が少なかったため、今回のワークショップの内容を欠席機関にもフィードバックするととも

に、次回実施時には、事前に日程調整や候補日のアナウンスを行う等、構成機関の参加を促す工夫が必要。

11 02三島 ● 04茨木保健所 □ うわさプロジェクト
R7年4月

～R8年3月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

府民のヘルスリテラ

シーの向上

【目的】

住民が楽しみながら健康づくりに取り組むことができる街づくりを行う

【内容】

千里丘西地区再開発区域万能塀でのうわさの張り替え及び各構成機関での掲出

【対象】

府民

※協議会での共同事業

【結果】

・協議会構成機関に対して、昨年度作成した「健康にまつわるうわさ」のステッカー、電子データを提供。19機

関中7機関で活用。

・千里丘西地区再開発区域万能塀に掲出している「健康にまつわるうわさ」は、令和8年3月に張り替え予

定。

【課題】

活用している機関が少ないため、具体的な活用例の提示や活用に向けての各機関との調整が必要。

12 02三島 ● 04茨木保健所 □
大学等と連携した健

康づくりのモデル事業

R7年4月

～R8年3月
〇 　 　 　 　 　 　 　 〇 ◎

自然と健康的な食生

活を選択できる環境

整備

【目的】

健康無関心層が多い大学生等の若い世代が、自然と健康的な食生活を選択できる環境整備のモデル事例を創

出する。

【内容】

管内大学のコンビニエンスストアにおいて、ナッジを活用した栄養バランスのとれた食事の購入促進につなげる取組み

・企画室連携課との連携により大阪大学「ナッジと公共政策」に参画

・「ナッジと公共政策」で考案したナッジを管内大学コンビニエンスストアで実施

・売上データ、学生対象アンケート結果等を用いて効果検証

【対象】

管内大学の学生

※協議会での共同事業

【結果】

・大学等との連携により、「ナッジと公共政策」で考案したナッジ手法を大学内コンビニエンスストアで実施でき

た。

・売上データ等の分析を行い、まとめを作成予定。

【課題】

季節性のちがい等を確認する必要あり。また、施設特性によるちがいも考えられるため、他大学等での実施の

検討が必要。
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13 02三島 ● 04茨木保健所 □

「うわさプロジェクト」を

活用した健康に関す

る情報発信

R7年8月

R7年11月

R8年3月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  ◎ 〇 〇 〇

府民のヘルスリテラ

シーの向上

【目的】

無関心層を含む府民が楽しみながら健康に関する情報を知る機会を作ることでヘルスリテラシーの向上を目指す

【内容】

・協議会構成機関や商業施設、企業等と連携したイベントを実施し、健康にまつわる情報発信を行う

・SNSを開設し、健康にまつわる情報発信を行う

【対象】

府民

【結果】

・協議会構成機関、商業施設、企業等と連携し、3回イベント実施し、情報発信を実施できた。

　➀令和７年8月21日　　500名

　②令和７月11月16日　150名

　③令和８年３月19日開催予定

・11月にInstagramを開設。12月下旬から週1回ペースで情報発信できた。

【課題】

協議会での意見等を踏まえ、連携先の拡大や実施方法の検討が必要。

14 02三島 〇
05高槻市保健

所
○

健康たかつき２１ネッ

トワーク実践交流会
R8年2月頃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＜目的＞「健康寿命の延伸」に向けて、健康づくり及び食育推進に関係する団体等の連携を図り、各団体の効

果的な取組を推進すること。

＜内容＞健康づくり及び食育推進に関係する団体等が集まり、意見交換などを行う交流会を実施。

＜対象＞健康たかつき２１ネットワーク会員（医師会、歯科医師会、薬剤師会などの保健医療関係団体、福

祉・介護関係機関、教育関係機関、企業・職域関係機関、マスメディア、ボランティア・NPO、地域、行政等、６

5団体）

【結果】

日時：令和 ８ 年２月２日（ 月 ）14:00～15:30

参加団体：20 団体 25 名

健康づくり及び食育推進に関する健康課題の共有及び意見交換を行い、各団体の効果的な取組の推進に

寄与することができた。

15 02三島 〇
05高槻市保健

所
□

市民の健康・食育

フェア＆健康たかつき

２１シンポジウム

【参考資料５再掲】

R7年9月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【目的】

市民の健康や食育への関心を高め、自発的な健康づくりにつなげる。

【内容】

地域の健康づくり及び食育推進に関係する団体と協働し、市民に向けて、健康増進に関する普及啓発を図るシ

ンポジウム及びイベントを実施。

【対象】

市民

【結果】

日時：令和７年９月７日（日）10:00～15:30

参加者数：1,809人

市民の健康や食育への関心を高め、自発的な健康づくりにつなげることができた。

16 03北河内 〇 06寝屋川市 ◎
地域・職域連携推進

会議
R8年2月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

地域と職域が連携し

た、健(検)診受診率

向上のための取り組

みは少しずつ増えてい

るが、無関心層への

取組等も含め、さらに

具体的な連携につい

て継続して検討して

いく必要がある。

【目的】

生涯を通じた健康づくりと生活習慣病を予防し、健康寿命の延伸を図る。

【内容】

・地域職域が連携して支える健康ー大阪府の方針と取り組みー

・寝屋川市地域・職域連携推進会議等についての報告と地域・職域連携の現状について

・寝屋川市の地域状況について

・「ねやちょ筋プレミアム」について

・意見交換

【対象】

医師会、歯科医師会、薬剤師会、関西医科大学香里病院、全国健康保険協会大阪支部、大阪建設国民健

康保険組合寝屋川支部、北大阪労働基準監督署、北大阪商工会議所寝屋川支所、北大阪地域産業保健

センター、寝屋川市（都市一課、保健所保健総務課、人事室）

【結果】

令和8年２月4日(水)に地域・職域連携推進会議を実施。

医師会、歯科医師会、薬剤師会、全国健康保険協会大阪支部、大阪建設国民健康保険組合寝屋川支

部、北大阪労働基準監督署、北大阪商工会議所寝屋川支所、特定非営利活動法人日本経営機構、寝

屋川市（都市一課、保健所保健総務課、人事室）の９機関の参加。

【課題】

地域・職域連携推進会議についての評価の指標、最終的な目標を明確化していく必要がある。引き続き働く

人の健康づくり会議での意見を分かりやすく反映できるようにし、意見交換の時間を増やしていく。

17 03北河内 〇 06寝屋川市 ○
働く人の健康づくり会

議
R7年10月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

働く世代からの健康

づくりの重要性の観

点から、働く人の健康

づくり会議を開催して

いるが、参加する企

業数が市域全体の

数からみてまだ少な

い。

【目的】

現場レベルでの意見交換の場を設け、従業員の健康維持・向上に活かせるようにする。それを本会議で報告し、

働く世代の健康づくりの現状の理解を深め、連携事業につなげられるようにする。

【内容】

・寝屋川市地域・職域連携推進会議等について

・寝屋川市の新規事業「ねやちょ筋プレミアム」について

・情報交換（グループワーク）

・令和７年度働く人の健康づくり会議に参加した事業所の希望者に大腸がん検診の検査キットの販売と回収

・（希望者対象）骨・筋骨格量測定

【対象】

過去に働く人の健康づくり会議に参加した事業所、市内事業所、健康優良法人2025大規模（ホワイト500除

く）の企業、　健康優良法人2025中小規模法人部門ブライト500野企業、　健康優良法人2025　中小規模

法人部門（ブライト500除く）の企業、　全国健康保険協会大阪支部、健康宣言事業所、北大阪商工会議

所寝屋川支所、大阪建設国民健康保険組合寝屋川支部、人事室

【結果】

・今年度で4年目の実施。事業所（新規含む）は13事業所、大阪建設国民健康保険組合、全国健康保

険協会、寝屋川市（人事室）が参加した。グループワークでは働く人の健康づくりで困っていることの共有とそ

の解決に向けた取り組み等について活発な意見交換と情報共有がが行われた。会議の開催にあたって、寝屋

川市商業団体連合会と本市の都市一課との協力と他事業に関連のある事業所との連携により新規事業所

の参加につながった。また、本会議の存在を広く周知することもでき、参加企業も増加した。

・また、令和７年度働く人の健康づくり会議に参加した事業所の希望者に大腸がん検診の検査キットの販売と

回収と、（希望者対象）骨・筋骨格量測定を実施。

【課題】

・他事業所の健康づくりの取り組みについての情報を得る機会が少ないことから、この会議において情報交換は

継続していきたいと考えるが、今後は新規の事業所と継続して参加できる事業所増やしていきたい。

・昨年度から、ホームページや寝屋川市商業団体連合会と本市の都市一課とも連携し、広く参加を呼びかけ、

事業所の参加につながった。継続した関係機関との連携をさらに深めていきたい。

　

18 03北河内 〇 06寝屋川市 □

特定健診実施医療

機関・歯科医院・薬

局に受診勧奨チラ

シ、ポスターの配布

R7年4月～ 〇 〇 〇 〇 〇

若年層から高齢層へ

のがん検診・特定健

診・歯科健診受診勧

奨、についての健康

情報の提供を行って

いるが、受診率向上

に繋がらない。

【目的】

特定健診・がん検診・歯科健診の受診勧奨と、生活習慣病予防など健康づくりの啓発

【内容】

啓発チラシ・ポスターの配布、案内チラシの配布、出張・休日特定健診の実施

【対象】

市内の特定健診実施医療機関、歯科医院、薬局、ドラッグストア

産業振興室、市商業団体連合会、市商店連合会、公衆浴場業生活衛生同業組合、理容生活衛生同業組

合、自治会

【結果】

・令和７年11月28日(金)南コミュニティーセンターで出張特定健診実施。40人参加。

・令和7年８月31日(日)56人、10月19日（日）66人、12月21日50人、1月18日38人寝屋川市サー

ビスゲートで午前中休日特定検診の実施。

【課題】

若年層の特定健診受診率向上のため、健診通知物郵送後に案内できるタイミングで健診を実施する。

19 03北河内 〇 06寝屋川市 □
大学の健康祭や、地

域のイベントでの啓発
R7年11月～12月 〇 〇 〇 〇 〇

若年層へのがん検診

受診勧奨。がんや生

活習慣病の予防、禁

煙等について健康情

報の提供を行ってい

るが、受診率向上に

繋がらない。

【目的】

がん検診の受診勧奨と生活習慣病予防、禁煙など健康づくりの啓発

【内容】

ハイチェッカー体験、筋肉量や骨密度の測定、パネル展示、パンフレットの配布、禁煙相談、健康相談の実施。

【対象】

イベント参加の市民、摂南大学、大阪電気通信大学の学生、教職員、大阪公立大学高等専門学校生、教職

員。

【結果】

例年、大阪公立大学工業高等専門学校の喫煙防止教室で講師派遣依頼があり、２年生を対象に講話を

実施。たばこの断り方のロールプレイをして、主体的に学生の参加を促した。大学での啓発はハイチェッカーにプラ

スして。今年度大阪電気対通信大学では骨密度測定、摂南大学では筋肉量の測定を実施した。昼休みの

ため、通路で声掛けをして会場内へ誘導し、できるだけ多くの学生に啓発できるよう努めた。

【課題】

ハイチェッカーは、息が続かない学生が多くうまく測定できないため、ハイチェッカー以外の禁煙啓発方法を考えて

いく必要がある。
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20 03北河内 〇 06寝屋川市 □ 出張乳がん検診
R7年9月

R7年11月
◎

仕事を理由に検診未

受診の方がいるため、

働く人の健康づくり会

議出席者に職員周

知の協力の依頼を

行ったが、職域関係

者が必ずしも市民で

ないこともあり検診申

込件数は少なかっ

た。

【目的】

生涯を通じた継続的な健康支援を展開するため、企業枠を設け従業員が乳がん検診を受診し、早期発見・早期

治療につなげる。

【内容】

（場所は未定）にマンモグラフィー車を設置し、市民と周辺企業の従業員への出張乳がん検診の実施。

【対象】

市民、令和６年度働く人の健康づくり会議に参加した事業所、アル・プラザ香里園の従業員、ビバモール寝屋川

の従業員

【結果】

・事業所で働く人を対象とした企業枠は２枠利用があり、事業所でがん検診が実施されない市民に対して乳

がん検診の利用機会とすることができた。

・商業施設での実施例では、商業施設所属の従業員の受診につながった。

【課題】

乳がん検診受診の需要があるため、引き続き来年度も商業施設での検診を実施予定。事業所従業員の受

診の増加につなげるため、周知方法、休日等の実施機会が増えるよう考慮する。

21 03北河内 〇 06寝屋川市 □

全国健康保険協会

の扶養者健診での啓

発

R7年6月～10月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

健診会場で市のがん

検診の受診勧奨、禁

煙や予疾病防等の

健康情報の提供を

行ったが反応が乏し

かった。

【目的】

女性に特化したがん検診の受診勧奨と、生活習慣病予防、禁煙・睡眠・更年期・骨粗鬆症など健康づくりの啓

発

【内容】

パネル展示、パンフレットの配布、禁煙相談、健康相談の実施。

【対象】

全国健康保健協会被保険者の扶養者

【結果】

４か所に出務。協会けんぽ扶養者への特定健診会場において総数約200名の受診者へ、市のがん検診や骨

粗鬆症や更年期等の「女性の健康」に関するリーフレットの配布を行った。受診者の性別は、ほとんどが女性で

あることから、乳がん検診や日常生活における食事や運動習慣について気になる資料の持ち帰りや健康相談

（健診を受けて気になること、自宅で気をつけてみようと思っていること）等ないか声掛けを行った。

【課題】

・未受診者や受診控えをしている市民への受診勧奨や女性が多いので、引き続き、がん検診、骨粗鬆症や更

年期等の「女性の健康」に関するの資料・媒体の準備を来年度もしていく必要あり。また、働く人の健康づくり

会議には小松病院が参加、寝屋川市地域・職域推進会議へは全国健康保険協会大阪支部職員の参加予

定のため、当健診の場においても、より連携して健康啓発を実施してく。

・女性が手に取りやすいデザインにするなど、資材の工夫も考慮していく。

22 03北河内 〇 06寝屋川市 □

北大阪商工会議所

の従業員健診会場

での啓発

R7年7月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

健診会場で市のがん

検診の受診勧奨、禁

煙や疾病予防等の

健康情報の提供を

行ったが反応が乏し

かった。

【目的】

がん検診、歯科健診の受診勧奨と、生活習慣病予防、禁煙など栄養・がん・運動を中心とした健康づくりの啓発

【内容】

パネル展示、パンフレット・四條畷保健所や枚方市と共同で作成した各機関のがん検診ホームページの三次元コー

ドを掲載したチラシの配布、禁煙相談、健康相談の実施と健康教室の案内。握力測定の実施。

【対象】

北大阪商工会議所の定期健診受診者

【結果】

・令和６年度に四條畷保健所と共同し、検診受診時にアンケートを実施し、関心度の高い項目の調査した。

・その結果、①栄養バランスのよい食事、②がん予防、③適度な運動が多かった。そこで令和７年度に①②③

に関する啓発リーフレットの配布を行った。また、握力測定を行い、自身のからだについて知っていただくことでより

関心を強めていただくきっかけづくりを合わせて実施した.

【課題】

・若年層の受診者が多いため、受診者に関心を持ってもらえるようながん検診のブースやチラシ作りの準備が必

要。

・また、四條畷保健所、枚方市、北大阪商工会議所との報告会を開催予定。

23 03北河内 〇 06寝屋川市 □

市内事業所の従業

員に対しての健康啓

発のための講師派遣

R7年4月～ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

事業所で市のがん検

診の受診勧奨、禁煙

や疾病予防等の健

康情報の提供を行っ

たが反応が乏しかっ

た。

【目的】

がん検診の受診勧奨と、生活習慣病予防、禁煙など健康づくりの啓発

【内容】

市内事業所に講師派遣の依頼があれば保健師・管理栄養士等が来所し、健康についての講義を実施する。パン

フレット・四條畷保健所や枚方市と共同で作成した各機関のがん検診ホームページの三次元コードを掲載したチラ

シの配布、禁煙相談、健康相談の実施。

【対象】

寝屋川市内の事業所従業員

令和６年度働く人の健康づくり会議に参加した事業所

【結果】

保健師が市内事業所職員へ働く世代のフレイルについてやがん検診に関するの講話を行った。フレイル理解の

ためのきっかけ作りに講義の前に握力計野測定を実施。（参加者：55人）2月に1件講師派遣予定。

【課題】

働く世代への健康への意識づけのため、インボディ等の体験型の研修を計画していく。

24 03北河内 〇 06寝屋川市 □ 大腸がん検診 R7年10月 ◎

仕事を理由に検診未

受診の方がいるため、

働く人の健康づくり会

議出席者に職員周

知の協力の依頼を

行ったが、職域関係

者が必ずしも市民で

ないこともあり検診申

込件数は少なかっ

た。

【目的】

生涯を通じた継続的な健康支援を展開するため、企業枠を設け従業員が大腸がん検診を受診し、早期発見・早

期治療につなげる。

【内容】

市内事業所の職員に対し、大腸がん検診の案内をし、申込、検査キットの販売、回収まで実施。

【対象】

寝屋川市内の事業所従業員

令和７年度働く人の健康づくり会議に参加した事業所

【結果】

令和7年度働く人の健康づくり会議参加事業所の希望者に対して、問診票の送付、当日申込受付、キットの

販売、回収までを行った。事業所で働く人を対象とした企業枠は３枠利用があり、回収まで行ったのが１枠で

あった。事業所でがん検診が実施されない市民に対して大腸がん検診の利用機会とすることができた。

【課題】

・今年度開始した取り組みのため、引き続き実施予定。

・回収日を設定することで、回収日に合わせた採便が必要なため、回収が困難であった。回収以外の実施を今

後検討が必要。
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25 03北河内 ● 07守口保健所 ◎
地域職域連携推進

全体会議

R7年8月

R8年3月
〇 ◎ 〇 〇 〇〇

生活習慣病に関する

指標が全体的に良く

ない。

【目的】

地域と職域が連携し、地域全体の健康課題を解決する方策を検討することにより、住民が生涯を通じて継続的な

健康支援を受けられる基盤づくりを目指す。

【内容】

8月(書面開催)

・本会議の経緯について共有

・全体での取組について意見集約

3月

・今年度の取組について共有

・今年度の各組織の取組について（これまでの取組も含む）共有・意見交換

・全体での取組について意見交換・承認

・R8年度の計画について意見交換・承認

【対象】

住民、医師会、歯科医師会、薬剤師会、市（保健衛生・国保部門・教育委員会）、労働基準監督署、産業

保健センター、商工会議所、協会けんぽ、事業所の保険組合

【結果】

・各組織の取組について共有することができた。

・全体での取組の方向性を承認してもらうことができた。

【課題】

個別で機関を超えた共同実施を行うことは難しい。

26 03北河内 ● 07守口保健所 ◎
地域職域連携推進

ワーキング会議

R7年6月

R7年9月

R7年12月

〇 ◎ 〇 〇 〇

生活習慣病に関する

指標が全体的に良く

ない。

【目的】

地域と職域が連携し、地域全体の健康課題を解決する方策を検討することにより、住民が生涯を通じて継続的な

健康支援を受けられる基盤づくりを目指す。

【内容】

6月

・本会議の経緯について共有

・全体での取組について’ウォーキングコース作成班と体操・ポスター作成班に分かれグループワーク）

９月

・全体での取組について（体操・ポスター作成）

12月

・全体での取組について（ウォーキングコース作成）

・令和8年度の計画案作成（グループワーク）

【対象】

住民、医師会、歯科医師会、薬剤師会、市（保健衛生・国保部門・教育委員会）、労働基準監督署、産業

保健センター、商工会議所、協会けんぽ、事業所の保険組合

【結果】

担当者が意見を出し合い、運動を啓発するためのウォーキングコースやポスターの検討を行うことができた。ポス

ターについてはラジオ体操を啓発する内容にし年度内に完成予定。ゆるキャラを用いたラジオ体操動画の作成

も実施した。ウォーキングコースについては、来年度完成予定。

【課題】

作成した媒体の活用方法や評価方法にはさらなる検討が必要。

27 03北河内 〇
08四條畷保健

所
◎

地域・職域連携推進

協議会
R8年2月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

高血圧有病率が高

い。

健診未受診

生活習慣の乱れ(特

に喫煙)

【目的】

圏域の市民がライフステージごとで途切れることなく、生涯を通じて健康づくりの取組がはかれること

【内容】

今年度の取組報告、意見交換等

対象：医師会、薬剤師会、管内市健康づくり部門、　国保部門、人事部門、教育委員会、

協会けんぽ大阪支部、事業所等

【結果】

日時：令和8年2月26日(木)実施予定

・今年度の事業検討部会、けんしん・保健指導向上部会の取組内容を報告予定。

・次年度継続してオープン会議を実施予定であることを報告

【課題】

・地域・職域連携推進事業に参画いただける事業所をいかに拡充するかが課題である。

28 03北河内 〇
08四條畷保健

所
○

地域・職域連携推進

協議会

事業検討部会

R7年6月

R7年11月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

高血圧有病率が高

い。

健診未受診

生活習慣の乱れ(特

に喫煙)

【目的】

圏域の市民がライフステージごとで途切れることなく、生涯を通じて健康づくりの取組がはかれること

【内容】

大阪府地域・職域連携推進協議会に係る基本方針の共有 　　　　地域・職域連携推進事業の中でできる取組

みの検討

【対象】

管内市健康づくり部門、国保部門、人事部門、教育委員会、協会けんぽ大阪支部、事業所等の実務者

【結果】

第１回

日時：令和７年６月13日（金）10時～12時

・オープン会議を実施。

・オープン会議に参加した企業も含めて構成機関等が今年度の取組を共有、検討した。

第２回

日時：令和７年11月５日（水）14時～16時

・今年度の取組内容と令和４年度からの構成機関の取組の評価（数値指標）及び次年度の取組を検討。

・構成機関の企業が主催した地域職域連携事業の健康づくりイベントの実施報告

・中間評価を行い、各関係機関の取組を可視化

【課題】

・地域と職域が連携した健康づくりを構成機関以外の職域へどのように展開していくか検討する必要がある。

29 03北河内 〇
08四條畷保健

所
○

地域・職域連携推進

協議会

けんしん・保健指導

向上部会

R8年1月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

健診受診率が府平

均より低い

(特にがん検診)

【目的】

働く世代のがん検診受診状況や患者の実態等について共有し課題解決に向けた取組が図れる

【内容】

意見交換会、地域のデータの見える化

対象：管内市健康づくり部門、国保部門、医師会管内の商工会議所、事業所等

【結果見込み】

日時：令和８年２月２日（月）～10日（火）

書面会議を開催

・管内三市のがん検診の実施状況、受診率（速報値）、がん標準化入院比等のデータ等を集約し、各医師

会及び管内三市の意見を集約

【課題】

・各医師会と管内三市が顔を合わせの意見交換する場の設定が必要
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30 03北河内 〇
08四條畷保健

所
□

商工会・商工会議所

健診時の啓発

R7年

（年３回）
〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職域において、喫煙

率や高血圧の該当

率が府平均より高

い。

【目的】

職域（特に中小企業）健康に対する意識を高め、生活習慣改善を図る

【内容】

商工会・商工会議所実施の集団健診時にがん検診や健康づくりに関する啓発を行う（通年）

【対象】

管内商工会・商工会議所の健診受診者

【結果】

＜大東商工会議所＞

　日時：①令和７年7月17日（木）13時30分～16時30分

　　　　　　②令和７年11月18日（火）13時30分～16時30分

　健診受診者：①96名　②54名

＜北大阪商工会議所交野支所＞

　日時：令和６年7月29日（火）９時15分～12時

　参加者：96名

・健康に関するリーフレットや啓発物品を配布した。

・パネルにてがん健診についての啓発を実施。

【課題】

働く世代の健康に関するニーズを今後も把握し効果的な啓発実施を検討する必要がある。

31 03北河内 〇
08四條畷保健

所
□

働く世代に対して

SNS等啓発媒体を

活用した健康情報の

発信

R7年

（通年）
◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高血圧有病率が府

平均より高い。

【目的】

働く世代の健康に対する意識を高め、生活習慣改善を図る

【内容】

減塩食に関するレシピの周知、健康に関する情報の発信。

減塩食に関するレシピ等を企業へも配布。企業と連携しての職員の健康づくりに活用

（世界禁煙デー、健康増進普及月間等）（通年）

企業と連携した事業をSNSで発信

【対象】

府民

【結果】

・時間がない働く世代や料理が苦手な人でも調理しやすいような野菜たっぷり簡単レシピを地域活動栄養士会

と連携して考案。毎月19日（食育の日）に合わせて、SNSにてレシピを掲載。

・健康増進普及月間等に合わせて健康情報を発信。

【課題】

SNSでの発信による普及啓発の効果がはかりにくい。

32 03北河内 〇
08四條畷保健

所
□

地域に密着した大型

スーパーと行政の連

携による健康づくり

R7年

（年４回程度）
〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高血圧有病率が府

平均より高い。

【目的】

健康無関心層を含めた、市民に対して、地域の健康課題をテーマとした啓発を行う。

【内容】

交野市内大型スーパーマーケット及び交野市と連携し、市民対象にがん検診受診勧奨、高血圧予防等啓発事

業を実施（年４回実施）。

【対象】

管内在住住民及び府民

【結果】

日時：

①令和７年５月27日（火）９時30分～14時30分

②令和７年８月26日（火）９時30分～14時30分

③令和７年11月18日（火）（保健所欠席）

④令和８年１月20日（火）（保健所欠席）

・第１回～第４回の参加者は延べ100名。

・参加者の中には半数以上が通りすがりにイベントに参加しており、健康無関心層にもアピールできた。

・次年度も引き続き大型スーパーと連携した事業を実施予定。

【課題】

現在連携している大型スーパー以外の事業所への横展開について検討が必要。

33 03北河内 〇
08四條畷保健

所
□

管内企業の健康イベ

ント・研修会の支援

について

R7年10月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

がん検診受診率が府

平均より低い

【目的】

働く世代や管内住民ががん検診の受診の必要性や自身の健康づくりについて考えることができる。

【内容】

大東の企業が行う健康イベント・研修会において健康づくりの啓発を行う

【対象】

職域関係者、管内住民

【結果】

日時：令和７年10月18日（土）10時～16時

参加者：200名

参加企業：20機関（医・産・学・官）が参加

・健康づくりをテーマに20機関が参加

・がん検診の必要性、喫煙のリスク、がん治療についてのがんセミナーを実施し府民や働く世代へ知識習得の機

会を提供することができた。

【課題】

人・物・場所の確保が難しい

34 03北河内 〇
08四條畷保健

所
□

管内企業と共同した

オープンファクトリーに

おける健康づくりの啓

発

R7年11月 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

働く世代や子供のヘ

ルスリテラシー向上が

必要（特に無関心

層への啓発）

【目的】

働く世代や子どもががん検診の受診の必要性や自身の健康づくりについて考えることができる。

【内容】

大東の工場等企業が行うオープンファクトリーにおいて保健所ブースを出展し健康づくりの啓発を行う

【対象】

イベントに参加している幼児から成人及びイベント主催側の事業所職員

【結果】

日時：令和７年11月１日（土）10時～16時

参加者：65名

・がん検診の受診勧奨、たばこクイズ、V.O.S.をテーマに保健所ブースにて健康づくりの啓発を実施。

・工場見学のイベントでのブース出店のため、子ども世代及び無関心層への健康づくりの啓発ができた。

【課題】

子ども世代や、無関心層へ健康づくりにより関心が向くような内容にブラッシュアップする必要がある。

35 03北河内 〇 09枚方市 ◎
地域・職域連携推進

連絡会

R7年5月

R7年12月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

働く世代の健康づくり

に課題あり（運動習

慣のある人の割合が

低い・悩みやストレス

等のために身体や心

の不調がある人の割

合が高い・睡眠による

十分な休養がとれて

いない者が増えてい

る・適正体重を保て

ていない割合が高

い）

企業の健診後のフォ

ローに課題あり

【目的】

職域保健を担う産業保健関係者、企業、医療保険者等の関係団体と連携し、地域と職域の健康課題を共有

し、共通認識を持つことで地域・職域連携の推進を図ること

【内容】

市の課題共有、ワークショップ、課題解決のための取り組み内容の共有

【構成員】

労働衛生、産業保健、保健・医療、栄養、運動・身体活動、保険者、経済、行政の関係者

【結果】

今年度実施する具体的な施策（企業まるごと運動習慣向上プロジェクト、健診後フォローアップ教室）の内容

について、各団体のできることや内容について検討できた。

【課題】

すべての団体が自分事として捉えられているわけではない。
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36 03北河内 〇 09枚方市 ○
ひらかた健康経営推

進会議

R7年６月

R7年10月

R7年12月

R8年２～３月

（予定）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市内事業者の具体

的な取組が少ない

【目的】

企業の横のつながりを作ることで相互の健康経営活性化、業績向上や市民の健康寿命延伸につなげる。

企業が集まり、自社の強みを活かして、豊かで活力あるまちづくりにつながるものを作っていく（CSV活動）

【対象】

枚方市内にある大規模工場＋スポーツ協会（優良法人ブライト500に選出されている企業）

【結果】

スポーツ協会主催にて４回開催（内、1回は２～３月に実施予定）。

【課題】

健康経営を事業としている企業からの宣伝の割合が大きくなっている。

37 03北河内 〇 09枚方市 □ 健康経営セミナー R8年2月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市内事業者の具体

的な取り組みを増や

すこと

【目的】

市内企業が行っている従業員の健康づくりに関する事例紹介などを通し健康経営について普及啓発すること

【連携団体】

スポーツ協会

【開催日】

R8.2.27

【結果】

市内企業が行っている従業員の健康づくりに関する取組について、中小規模法人1社と大規模法人1社がそ

れぞれ発表を行った。

136人参加(オンライン110名、会場26名)

【課題】

市内企業の参加割合が低い

38 03北河内 〇 09枚方市 □
健康経営普及セミ

ナー

R7年

（随時）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

企業の従業員の健

康づくりの取組はまだ

まだ少ない・企業が従

業員の健康づくりに

取り組むためには人

員と予算が課題に上

がると企業がアンケー

トにて回答している

【目的】

企業が従業員の健康づくりに取り組めるよう市内企業へ健康経営について普及啓発を行うこと

企業の生産性向上にもつながる従業員の健康づくりに向け、市内企業同士の情報交換などを行う

【内容】

健康経営や枚方市の支援体制についてセミナー・測定会

企業団地やロータリークラブ等と調整し、随時受付

【結果】

企業の安全衛生大会に呼んでもらうことができ、主催企業の協力会社や関係者への啓発ができた。また、北大

阪労働基準監督署と協会けんぽと合同で転倒予防を切り口としたセミナーを開催できた。

2回 129人参加

【課題】

強制参加のセミナーでないと、自ら進んで参加する企業はまだまだ少ない（企業のリテラシーは低い）。

39 03北河内 〇 09枚方市 □ 3者連携事業
R7年

（必要時）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

事業者や職域の医

療保険者との連携

【目的】

構成員の３者が連携し、市内企業が従業員の健康づくりに取り組めるよう、市内企業の「健康経営」を推進する

ことで、市民の生涯を通じた健康づくりを支援すること

【構成員】

全国健康保険協会大阪支部、明治安田生命保険相互会社大阪東支社、枚方市　健康づくり課

お互いの事業の連携実施（随時）。必要に応じて会議実施。

【結果】

枚方市地域・職域連携推進連絡会が確立でき、他機関・団体との連携も増えているため、３者連携事業とし

ては実施せず。

40 03北河内 〇 09枚方市 □
ひらかた健康優良企

業

R7年

（随時）
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・働く世代の健康づく

りの取組が少ない

・健診後のフォローが

できていない企業が

多い

・従業員の健康づくり

に積極的に取り組む

企業が少ない

【目的】

登録企業へ様々な健康情報の提供や健康教育の実施など直接的な支援を行い、企業が従業員の健康づくりに

取り組めるよう支援すること

【内容】

情報提供・相談、健康教育の実施など健康経営に関するサポート

【対象】

市内に所在する企業で、従業員の健康づくりに取り組む意思のある事業者及びその従業員

随時実施

【結果】

情報提供や健康講座の開催等、企業の取組支援ができた。登録企業も140社に増加した。

健康講座15回 519人参加

【課題】

登録だけして取り組めていない企業も多い。

41 03北河内 〇 09枚方市 □
企業まるごと運動習

慣向上プロジェクト

R7年5月以降毎月

①

R7年8月⓶

〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・運動習慣がある働く

世代の割合が少ない

・健康経営を始めるメ

リットがわかりにくい

【目的】

働く世代が日ごろから運動に取り組めるよう支援するとともに、企業が健康経営を始めるきっかけとする

【内容】

①定期的な運動教室の開催

②企業対抗運動会の開催

【対象】

ひらかた健康優良企業の従業員

【構成員】

枚方市地域・職域連携推進連絡会

【結果】

連絡会と連携して、開催することができた。特に、企業対抗運動会は健康づくりの知識を深められる競技内容

となり、課題である働く世代及び企業へアプローチができた。

①12回95人参加（３月未実施）

②13企業103人参加

【課題】

イベント性がある企業対抗運動会はたくさんの方に参加してもらえたが、個人の日常の運動を促す運動教室

は、参加を促すことが難しい状況である。

42 03北河内 〇 09枚方市 □
健診後のフォローアッ

プ教室

R7年9月

R8年2月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・従業員の健診後に

健診結果の見方や

生活習慣病予防の

ための情報提供な

ど、フォローができてい

る企業が少ない

・健診を受けた後、結

果を確認していない

（または見方がわか

らない）働く世代が

多い

【目的】

健診結果の見方や健康づくりについて知ってもらうこと

【内容】健診後フォローアップ教室

【対象】

働く世代（市民・在勤）

【構成員】

枚方市地域・職域連携推進連絡会

【結果】

連絡会と連携して、２回開催することができた（99人参加）。セミナーの他、測定会や健康相談・栄養相談

を同時開催できた。

【課題】

職免できる企業が少ない。
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43 04中河内 〇
10八尾市保健

所
◎

八尾市地域職域連

携推進連絡会
R7年12月 〇

今後も関係機関の

顔つなぎの場、情報

共有の場、お互いの

取り組みを知る中で、

できることから協力を

確認する場として、引

き続き連絡会の開催

が必要である。

【目的】

地域保健と職域保健の関係機関が連携体制を構築することで、地域の健康課題の解決に向け方策を検討する

とともに、生涯を通じた健康づくりを目指す

【内容】

地域職域連携推進連携事業について、事例紹介、各団体の現状と課題・取組、意見交換、情報共有等

【対象】

医師会、歯科医師会、薬剤師会、商工会議所、労働基準監督署、地域産業保健センター、産業保健総合支

援センター、中小企業勤労者福祉サービスセンター、全国健康保険協会、公衆衛生協会、市関係課

【結果】

事前アンケートとして、各団体に現状と課題、新しい取組、関係機関と協力できること、協力できること等を提

出いただき、連絡会当日に共有できた。

また、意見交換では事前アンケートを基に、各団体で抱える課題と取組について共有できた。

【課題】

・大企業と中小企業で健診受診率が異なるため、地域も職域も含めて共同していくことが必要。

・連絡会の方向性として、連絡会の構成員が、それぞれの立場で既存の健康に関する情報や取組に基づき健

康課題を共有し、連携した取組の実施。また、各関係機関が保有するデータを集めて分析し、地域特有の課

題を特定した上で、関係者が連携して具体的な取組を検討していく必要がある。

44 04中河内 〇
10八尾市保健

所
□

市内事業所の健康

経営を推進する公民

連携の取り組み

R7年4

～R8年3月
〇

国保の腎不全の医

療費や糖尿病の医

療費が国や大阪府と

比べて高く、また要介

護認定率も高いた

め、若い世代を含む

働く世代に対して健

康づくりに取り組む習

慣をつける必要があ

る。

【目的】

企業における従業員等の健康管理を経営的視点で考え、経営戦略的に実践する「健康経営®」への取り組みを

中小企業の多い本市として推進することにより、地域での健康づくりとあわせたポピュレーションアプローチの両輪とし

て、市民の健康寿命の延伸につなげて行く。

【内容】

明治安田生命保険相互会社との「健康経営推進に係る八尾市健康まちづくり共創協定」に基づき、市内事業所

の健康経営を推進する取り組みを実施する。また、全国健康保険協会大阪支部や八尾商工会議所とも連携す

る。

・健康経営優良法人認定取得に向けた明治安田生命保険相互会社からの無料サポートの実施

・セミナーの開催

・普及啓発の実施

【対象】

市内の事業所等

【結果】

・関係課・関係機関の情報を集約し、健康経営優良法人認定取得に活用できる無料のサービス（一部自己

負担あり）の一蘭を作成し、健康経営の啓発に活用した。

・関係課・関係機関と連携し。健康経営優良法人2026の取得に向けたセミナーを開催し、関係機関で連携

して、個別相談や事後フォローを実施し、新規の健康宣言や健康経営優良法人認定の申請につないだ。

【課題】

健康経営に関心をもっていただける事業所を増やしていくためにも、関係課・関係機関と連携して、啓発を行う

とともに、個別相談の機会や個別支援の充実を図っていく必要がある。

45 04中河内 〇
11東大阪市保

健所
◎

地域・職域連携推進

協議会

（書面開催予定）

R7年9月

R8年２月 〇 〇 〇 〇

健検診受診率が府

下と比較して低く、働

く世代の生活習慣の

指標が悪い。ヘルスリ

テラシーに課題があ

る。

【目的】

地域保健と職域保健の連携し、市域の地域・職域の健康課題を共有し必要な取組みを行うことで、地域の生活

習慣病の予防及び健康寿命の延伸をめざす。

【内容】

昨年度の協議会、ワーキング部会の報告及び市の取組み報告、今年度の取組みの検討

＜対象＞

協会けんぽ労働基準監督署、地域産業保健センター、、市内事業者、商工会議所、生命保険会社、医師会、

歯科医師会、薬剤師会、庁内関係課

【結果】

一部メンバーの交代があったが、協議会の趣旨は共通認識でき、活発な意見交換、情報交換ができた。今年

度の取組みの方向性についても一定承認がなされた。

【課題】

目標の設定

46 04中河内 〇
11東大阪市保

健所
□ 健康経営認定制度 R7年5月～ 〇

健康経営に取組む

事業所が少ない。50

人未満の事業所は

定期検診未実施の

事業所が多いと思わ

れる。

【目的】

国の健康経営優良法人認定制度よりもハードルが低く行政等の支援を受けられる市独自の健康経営認定制度

を設けることで、健康経営に取組む事業所が増え、また見える化することで求職者や関係企業等からの社会的評

価を受ける環境整備をする。

【内容】

応募用紙、チェックリスト等を電子申請、メール等で申請し、市のヒアリングを経て市が認定（1つ星、2つ星、3つ

星）

応募することにより伴走型支援、出前講座、無料ツールの提供等の支援が受けられる。

【対象】

市内事業所

【結果】

認定企業：9社（R8.1.29現在）

（ランク）1つ星：3社、2つ星：2社、3つ星：4社

（業 種）製造業：6社、運輸業：1社、卸売業：1社、

            生活関連サービス業：1社

【課題】

本格的な伴走型支援等にはまだ至っていない。

事業所、経営者の琴線に触れる周知・勧奨方法の検討が必要。

47 04中河内 〇
11東大阪市保

健所
□

ザ・コーポレートゲーム

ズジャパンin東大阪
R7年5月～ 〇 〇

健康経営に取組む

事業所が少ない。50

人未満の事業所は

定期検診未実施の

事業所が多いと思わ

れる。

【目的】

国際企業大運動会である「ザ・コーポレートゲームズ」の広報活動や大会と連携することで、企業に向け広く健康経

営および健康経営認定制度の周知啓発を行う。

【内容】

１）大会の趣旨説明に同行し、認定制度の周知を行う。

２）大会当日に健康経営の啓発ブースを出展（健康経営クイズ）

３）大会を機に健康経営認定制度に応募し認定された事業所の中から「健康経営チャレンジアワード」を表彰

【対象】

市内事業所

【結果】

１）3社

２）75人

３）１社を表彰

【課題】

次年度開催に向けて周知啓発活動の強化の検討。

48 04中河内 〇
11東大阪市保

健所
□

健康経営の普及促

進及び健康づくりの

推進に関する連携協

定

R7年11月 〇

健康経営に取組む

事業所が少ない。50

人未満の事業所は

定期検診未実施の

事業所が多いと思わ

れる。

【目的】

協定を締結することにより、連携協働についての環境整備がなされ、健康経営並びに健康づくりの事業展開が促

進される。

【内容】

商工会議所、生命保険会社2社、市とで、「健康経営の普及促進及び健康づくりの推進に関する連携協定」を

締結し、以下の取組みを行っていく。

１）市内事業所の健康経営への意識及び取組み等に関する実態調査

２）健康経営普及啓発のためのセミナー等の協働実施

３）市内事業所への健康経営支援（伴走型支援及び各種健康増進ツールの提供等）

４）4者間で協議し、健康経営の普及促進及び健康づくりの推進に必要な取組み

【結果】

R7.11.5　4者で締結式を開催

商工会議所：会報誌に健康経営アンケート調査票を同封

生命保険会社：健康経営認定伴走型支援

【課題】

健康経営伴走型支援の具体的なフロー、システムづくり
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49 04中河内 〇
11東大阪市保

健所
□

市内事業所への健

康経営アンケート調

査

R8年1月～ 〇

健康経営に取組む

事業所が少ない。50

人未満の事業所は

定期検診未実施の

事業所が多いと思わ

れる。

【目的】

市内事業所に対しアンケート調査を行い、健康経営の認知度・取組状況・取組む上での課題・健康課題・健診

実施状況・支援希望等を把握することで、今後の健康経営の啓発及び支援に反映するとともに、関心層の掘り起

こしを行う。

【内容】

商工会議所が毎月発行する会報誌にアンケート調査票（A4両面１枚）を同封し、電子申請・Fax等で回答。

【対象】

商工会議所会員の市内事業所6,250社

【結果】

R8.1.１発送　現在回答期間中

50 04中河内 ●
12藤井寺保健

所
◎

藤井寺保健所圏域

地域・職域連携推進

協議会

R8年1月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

・職域への５部位の

市がん検診啓発によ

る受診率向上

【目的】

・今年度の活動結果と3年間の取り組みのまとめを報告し、参加委員と共有、協議する。

・管内の新たな健康課題（糖尿病予防）について共有し、次年度以降の取り組みテーマを決める。

・地域職域連携の必要性を認識し、さらなる協働につなげるための機運を醸成する。

【内容】

・今年度の職域への市がん検診受診啓発の協働活動の結果報告

・令和8年度の取組

・講演により、糖尿病予防における職域と地域の連携の重要性を共有、令和8年度の活動について意見交換を

行う。

【対象】

管内４市の医師会、商工会および商工会議所、市国保課および保健衛生担当課、全国健康保険組合大阪

支部、労働基準監督署

【結果】

日時：1月23日（金）14:00～15:40

参加数：14機関16名

・令和5～7年度のがん検診啓発(啓発ポスターの作成と配布)の報告を行い、地域職域の連携を強化した。

・令和8年度は、糖尿病予防に向けた活動を実施し、職域と地域が協力して健康づくりを推進することを確認

した。

・有識者により講演会を実施し、糖尿病のメカニズム、予防戦略、職域と地域の連携の重要性について共有し

た。

【課題】

地域と職域がさらに連携を強化し、働く世代への糖尿病予防について、アプローチ方法の検討が必要

51 04中河内 ●
12藤井寺保健

所
○

職域被雇用者に対

する管内4市共通啓

発資材作成等にかか

るワーキング会議

R7年6月 〇 〇

・職域への５部位の

市がん検診啓発によ

る受診率向上

【目的】

令和６年度の協議会にて承認された、市がん検診の受診率向上と、職域への市がん検診受診啓発資材作成を

通しての管内４市のがん検診担当者の協働。

【内容】

管内４市共通の市がん検診受診啓発資材作成のための会議等を実施。

【対象】

管内４市のがん検診担当者

【結果】

管内4市のがん検診担当者及び保健所で対面による会議を実施し、がん検診啓発資材作成を通して、市と

の協働を図った。

【課題】

啓発実施の効果判定が困難である。

52 04中河内 ●
12藤井寺保健

所
□

管内4市共通啓発

資材作成。
R7年7月～12月 〇 〇

・職域への５部位の

市がん検診啓発によ

る受診率向上

【目的】

市がん検診受診率向上と、職域被雇用者のがん検診受診機会拡大

【内容】

管内4市共通ミニポスター等の作成

【対象】

管内４市の商工会・商工会議所より紹介された事業所従業員。

【結果】

市がん検診担当者が商工会議所、商工会へ啓発事業所の紹介を依頼し、がん検診啓発資材を使用して啓

発実施。

市と商工会議所、商工会で顔の見える関係ができ、連携協働により啓発を実施。

【課題】

啓発事業所のさらなる拡大

53 04中河内 ●
12藤井寺保健

所
□

啓発対象事業所に

かかる商工会・商工

会議所と市がん検診

担当課との調整等

R7年7月 〇 〇

・職域への５部位の

市がん検診啓発によ

る受診率向上

【目的】

市がん検診受診率向上

【方法】

商工会議所、商工会と市がん検診担当課との調整

【対象】

管内4市の商工会議所・商工会・市がん検診担当課等

【結果】

管内4市のがん検診担当者及び商工会議所・商工会等間の連絡調整等を実施。

商工会議所・商工課からの啓発事業所の紹介。

商工会互助会会員への啓発資材発送。

【課題】

商工会により協力に差がある。

54 04中河内 ●
12藤井寺保健

所
□

事業効果把握のため

の対象事業所等に

対する調査等

R8年1月 〇 〇

・職域への５部位の

市がん検診啓発によ

る受診率向上

【目的】

啓発活動対象事業所に対する効果判定。

【内容】

郵送等によるアンケート調査。

【対象】

啓発活動対象事業所等

【結果】

啓発の協力を得られた16事業所に対し、事業所での反応及び受診行動への効果について調査を実施。

12事業所から回答を得られ、事業所内で反応があったのは67％、そのうち「がん検診の話題があがった」「事業

所として従業員へがん検診を勧めた」「がん検診を受診した人がいた」という回答がみられた。

【課題】

啓発事業所のさらなる拡大
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55 05南河内 ●
13富田林保健

所
◎

富田林保健所地域・

職域連携推進協議

会

R8年2月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

・健康意識が低い

・健康に無関心

・40～50代の運動

習慣がない

・20～30代の朝食

欠食

・健診後の未治療や

未受診

【目的】

・地域と職域が連携し働く世代の健康づくりを推進することで、生活習慣病の予防と健康寿命の延伸を図る

・働くことが健康行動につながる環境を整え、地域全体で日常生活の一部として0次予防からの健康づくりに取り組

める地域を目指す

【内容】

・地域・職域連携推進事業の報告

・講演「働くことが健康につながるってほんと？

～職場でできるちょっとした工夫とちょっと先の健康づくり～」

講師　大阪大学大学院　医学系研究科保健学専攻　小西 かおる　先生

・来年度の取組案の協議

【対象】

管内関係機関

医師会、歯科医師会、薬剤師会、商工会、協会けんぽ大阪支部、

市町村担当課（国保部門・健康づくり部門）、羽曳野地域産業保健センター

近畿大学医学部公衆衛生学教室

【結果】

・出席者は、構成機関24機関名27名(参加構成機関89％）

・協議会では保健所が目指す「働くことが健康につながる職場環境づくり」という方向性について共通認識を持つことがで

きた。

・0次予防の講演は、保健所の考える取組の方向性が妥当であることを専門的視点から確認する機会となった。

・意見交換では、すでに階段ステッカーやラジオ体操などに取り組んでいる報告が共有された一方で、継続性や評価方

法についての課題もあがった。

・今後は、ワーキンググループを設置し、具体的な取組みの推進と具体的な評価方法について検討していく。地域と職

域が連携して事業を進めていきたい。①3つの取組を推進することを承認（トイレのストレッチチラシ掲示、階段利用の推

進（ステッカー等）、立って会議（スタンディングミーティング））②年間スケジュールを承認（2～3月：啓発媒体募

集、5月：媒体選定・評価方法検討、6月：取組開始、10月：中間評価、R8年1月：報告・次年度検討）③

ワーキンググループ設置（10名：メンバー7名、オブザーバー3名）、メンバーは、各機関に協力可否アンケートを行い、

事務局が決定・通知する方法とする。

【課題】

・取組が時間とともにマンネリ化しやすく、継続できる工夫が必要。

・健康指標などのアウトカム評価は短期で変化が出ないため、まずは取組実施数などのアウトプット評価の整理が必要。

・機関ごとに取組の進度や温度差があるため、どこでも取り組みやすいものが必要。

・0次予防や環境づくりの方向性を協議会全体へさらに浸透させる必要がある。

56 05南河内 ●
13富田林保健

所
○

働く世代の健康づくり

会議
R7年11月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

・健康意識が低い

・健康に無関心

・40～50代の運動

習慣がない

・20～30代の朝食

欠食

・健診後の未治療や

未受診

【目的】

・働く世代が、働くことを通じて自然に健康行動をとれるような職場環境づくりを推進することを目的とする。

・事業所と行政が連携し、生活習慣病の予防や健康寿命の延伸につながる取り組みを共有・検討することで、地

域全体で働くことが健康づくりに繋がる環境づくりを目指す

【内容】

1.保健所からの報告

2.講演「働くことが健康につながるってほんと？～職場でできるちょっとした工夫とちょっと先の健康づくり～」

講師 大阪大学大学院 医学系研究科保健学専攻 小西 かおる 先生

3.グループワーク 働くことが健康につながる環境づくりを考える

【対象】

富田林保健所管内

・健康経営優良法人認定事業所：１７事業所

・協会けんぽ大阪支部の健康宣言事業所：３３事業所（健康経営優良法人認定事業所を除く）

・健康づくりに関心のある事業所：４事業所

・管内市町村担当課（国保部門・健康部門・高齢部門）

【結果】

・出席者は、事業所６名、市町村14名、有識者２名

・会議では、０次予防の考え方をテーマに講演とグループワークを行い、職場で取り組める具体策を検討した。

・参加者の内訳は、事業所より市町村担当課が多かったが、市町村は事業所の課題や現状を知ることができ意見交換

を行うことができた。

・市町村が作成した健康づくりパンフレットを事業所へ渡すことで、取り組みの周知につながった。

・「健康を意識しなくても健康的な行動や生活習慣が実行できるような環境と整えていく」という0次予防の考え方は講

義だけでは難しい参加者がいたが、グループワークをすることで０次予防の考え方の理解につなげられた。

・グループワークにおいて、「0次予防」の視点を取り入れた職場環境づくりでは、参加者の職場での担当事業の課題を

発言する参加者も多数あった。

・参加者が考えた取り組み案は、最終的に、参加者全員の多数決により、3つの取り組みに絞り込むことができ、一定の

了解を得ることができた。

・グループワークでまとまった３つの取組案は次のとおり①トイレにストレッチのチラシを掲示②エレベーターを使わず階段を

使うよう職場で声掛け、ルール化する③会議を立ってする

【課題】

・市町村意見交換会を通じて、健診受診率の低さ、退職後の居場所づくり、ICT活用の必要性など、地域共通の課

題が明らかになった。これらを踏まえ、今後は行政・企業・地域が連携協力し、働く人の健康づくりを日常の習慣にしてい

くことが重要である。

57 06堺市 〇 14堺市 ○

堺市健康増進に関

する連携協定締結

企業担当者会議

R7年5月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

働く世代に向けた健

康増進に関する知識

の普及、周知が十分

にできていない。

【目的】

堺市の各種健（検）診の受診勧奨や、市民の健康増進や生活習慣の改善を目標に意見交換をし、連携した

取組の検討。

【内容】

市のプランや施策、取組の共有。GWを通じ、他企業の取組の共有。

【対象】

堺市健康増進に関する協定締結企業・堺市包括連携協定締結企業(健康分野の取り組みがある企業のみ)、

その他堺市の健康増進にご協力いただいている企業

【結果】

5月27日に会議を開催し、９社17名の参加あり。昨年度に引き続き「さかい健康プラン」の周知と、健康課題

解決に向けた市の取組の共有ができた。今回のグループワークでは40～65歳以上が参加する健康増進につな

がるイベントを企画する内容のグループワークをし、12月3日さかい健康フェスティバル2025として実現できた。

【課題】

働く世代に向けた健康増進に関する知識の普及、周知はまだまだ十分ではなく、より企業と連携し、新たな取

組の検討が必要である。

58 06堺市 〇 14堺市 □

さかい健康フェスティバ

ルinイオンモール堺鉄

砲町、さかい健康フェ

スティバル2025

R7年9月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

働く世代に向けた健

康増進に関する知識

の普及、周知が十分

にできていない。

【目的】

働く世代・子育て世代をターゲットに、ショッピングモールやアミューズメント施設を活用した健康フェスティバルを行い、

健康意識の向上を行う。

【内容】

ショッピングモールの催し広場やアミューズメント施設にて健康チェックブースやミニ健康講座を開催。

【対象】

堺市民

【関係機関】

堺市医師会、堺市包括連携協定締結企業(ショッピングモール)、堺市健康増進に関する協定締結企業(生命

保険会社、製薬会社、アミューズメント施設)、がん相談支援センター、理学療法士会、庁内関係各課(自転車

企画推進課、スポーツ推進課、こころの健康センター)

【結果】

9月7日にイオンモール堺鉄砲町にて開催、12月3日にはアミューズメント施設で開催した。医師会や協定企

業、庁内関係各課等と連携し、主に働く世代にアプローチできるように工夫を凝らした。9月は約500人程度、

12月は200人程度の市民にアプローチできた。

【課題】

市民へ提供するブース内容を検討し、引き続き、働く世代に向けたヘルスリテラシー向上の機会として開催して

いく。

59 06堺市 〇 14堺市 □

健康づくりパートナー

事業所への情報提

供

R7年7月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

堺市内の中小企業が健康に関する情報を得る機会が少なく、従業員の健康増進の取組をつなげることができていない【目的】

堺市健康づくりパートナー事業所が健康に関する情報を知り、職場内の健康増進に取り組むことができる。

【内容】

堺市健康づくりパートナ事業へ年２～３回、メールまたは郵送で講座の開催や堺市内相談窓口の案内、大阪府

からの情報提供などの健康に関する情報を提供する。

【対象】

堺市健康づくりパートナー174事業所

【結果】

対象である174事業所に、郵送やメールにて、講座の開催や堺市内相談窓口の案内、大阪府からの情報提

供などの健康に関する情報提供を行った。

【課題】

堺市健康づくりパートナー事業所において、届けた健康情報の使用状況について評価できていない。
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60 06堺市 〇 14堺市 □
就労者対象歯科検

診事業

R8年1月

R8年2月
〇 〇 〇

就労世代における定期的な歯科検診の受診状況は芳しくなく、その背景には検診のために時間を割くことが難しいといった実情が見受けられる。【目的】

就労世代の口腔内環境の改善・健康寿命の延伸

【内容】

就労世代に向けた企業向けの歯科検診を実施する。

　具体的には以下のとおり。

　①対象となる企業の全従業員に対して、歯・口腔に関する事前の問診を実施

　②対象企業へ歯科医師及び歯科衛生士を派遣し、歯科検診を実施

　③事前の問診内容と検診結果を基に、口腔衛生指導を個別に実施

　④結果に応じて歯科医院への受診勧奨

【対象】

市内の中小企業で働く従業員

【結果】

2 企業、40人の歯科検診、結果に基づく簡易な保健指導を実施した。

定期的な歯科検診受診状況は企業差があるものの低い状況であり、自身の口腔状況を知る良い機会となっ

た。

口腔内のトラブルを抱える就労者が8割以上と多いこと、またアンケートより、オーラルフレイルの認知度低さなど

の現状把握ができた。

【課題】

今回知り得た現状から働く世代への効果的な歯科口腔分野をはじめとしたにおけるアプローチ方法を検討して

いく必要がある。

61 06堺市 〇 14堺市 □
健康経営に関するセ

ミナー
R8年3月 〇 〇

行政の取組のみでは、就労世代への健康増進に向けてのアプローチが届きにくい。【目的】

健康経営の重要性を市内企業に伝え、従業員の健康増進に取り組む事業所を増やすことをめざす。また、セミ

ナーをきっかけに関係機関や庁内関連部署と顔の見える関係の構築を図る。

【内容】

健康経営に関する基礎的な講義

市内企業の取組事例紹介

協会けんぽの取組紹介

健康チェック体験会（企業及びスポーツ部局のブース出展）

【対象】

市内企業経営者、管理者、総務担当者など

【結果】

昨年に引き続き、協会けんぽや協定企業、庁内の産業振興やスポーツ関連部署などと連携したセミナーが実

現できる見込みである。

またネクストブライト企業などの堺市内で健康経営を推進している企業の事例を紹介するなど具体的に取り組

みやすい内容をお伝え予定である。

セミナーの開催は3月のため、参加実績は現段階では不明である。

【課題】

健康経営に無関心な企業等が興味を持つための手法を検討する必要がある。

62 07泉州 ● 15和泉保健所 ◎
地域・職域連携推進

連絡会
R7年12月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

保健所管内のけんし

ん（健診・検診）受

診率が全国平均より

も低い。

【目的】

地域及び職域において健康課題の共有と課題解決に向けた方策を検討する。

【内容】

・和泉保健所管内における健康指標について

・健康づくり事業（ワーキング）の取組み報告と事例発表

・各機関の健康づくりの取組報告と意見交換

【対象】

地区医師会・市町国民健康保険担当・市町健康づくり担当・商工会議所・商工会・労働基準監督署・地域産

業保健センター・協会けんぽ大阪支部

【結果】

地域、職域の各機関が情報共有・意見交換を通して健康づくりの必要性、連携の重要性を確認できた。

若い世代の保健事業参加率向上のために取り組めることをテーマに意見交換を行ったが、連携して取り組める

ことの意見出しが難しかった。

【課題】

共通する健康課題としての健診受診率の増加にむけ、地域・職域が連携した健康づくりへの取り組みを推進す

るため中期的な目標、計画を立てることが必要である。関係者の気運醸成が必要であるため、今後、有識者

による伴走型支援も検討したい。

63 07泉州 ● 15和泉保健所 ○
地域・職域連携推進

ワーキング

R7年6月①

R7年10月⓶

R8年2月③

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

保健所管内のけんし

ん（健診・検診）受

診率が全国平均より

も低い。

【目的】

管内市町、協会けんぽ担当者と連携した包括的な健康づくりを推進できるよう、地域及び職域において健康課題

の共有と課題解決に向けた方策を検討する。

【内容】

①けんしん（健診・検診）受診率向上のための啓発ポスターの掲示

②中小企業への支援（働く世代への支援）の情報交換

③各機関の健康づくり事業について情報交換

【対象】

市町国民健康保険担当、市町健康づくり担当、協会けんぽ大阪支部

【結果】

①けんしん（健診・検診）受診率向上のためのポスター掲示：職域5機関、公共交通機関5施設、商業施

設16施設に掲示依頼。チラシとして市民健康まつりで600枚配配付。市町ワーキング担当者にも掲示を依頼

したが、取りかかりが年度後半になる機関もあり、足並みをそろえた取り組みが難しかった。

②中小企業への支援については、協会けんぽより情報提供があり、連絡会での取り組み報告に至る。

③いずれの機関も若い世代の保健事業参加率向上が課題と把握し、連絡会の意見交換テーマとした。

【課題】

令和６年度と７年度の健診受診率を比較し、啓発ポスター掲示の取り組みを評価予定だが、ポスターの掲示

以外にも各市町で受診率向上のための取組みをしており、取り組みの評価が難しい。

共通した健康課題はあるものの、ワーキングとして取り組めることを選定するのは難しい状況である。ワーキング

担当者の気運醸成も課題であるため、今後、有識者による伴走型支援も検討したい。

64 07泉州 ● 15和泉保健所 □ 職域への啓発
R7年5月

～R8年3月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

健康づくり気運醸成

とヘルスリテラシーの向

上のための働きかけが

必要。

【目的】

地域・職域連携推進ワーキングメンバーと連携し、管内商工会議所・商工会に対して、健康記事等を作成・提供

することで、商工会議所会員等の健康づくりのきっかけを作る

【内容】

①管内商工会議所・商工会会報誌へ健康記事の掲載

ワーキングメンバー及び保健所保健師・栄養士が共同で健康記事を作成し、5回／年 管内商工会議所・商工

会の会報に健康記事を掲載依頼する。

対象：管内商工会議所・商工会会員、住民（泉大津商工会議所・忠岡町商工会は住民に全戸配付してい

る）

②健康リーフレットを管内商工会議所・商工会事務所に設置

健診受診勧奨や生活習慣病予防に関する健康記事と管内市町からのメッセージをリーフレットにまとめ、管内商工

会議所・商工会に設置・配布依頼する。

【対象】

管内商工会議所・商工会会員、住民（泉大津商工会議所・忠岡町商工会は住民に全戸配付している）

【結果】

①R7年度健康記事テーマ：できることから健活10 （受診、睡眠、ストレス、飲酒、歯と口）

管内市町、協会けんぽと共同で記事を作成し、商工会議所・商工会へ掲載依頼を行った（5回/年）

令和８年度は歯と口の健康づくりをテーマ選定とした。

②令和６年度分の健康記事をリーフレットにまとめ、4月に管内各商工会議所・商工会へ配付。令和７年度

分の健康記事は令和８年４月に配付予定。

【課題・評価】

管内府民及び商工会議所・商工会会員等に対して健活10に関する健康情報を発信する機会となったが、機

関によっては紙面のスペースの都合上記事掲載が難しい場合もあり、健康記事をリーフレットにまとめる等、引き

続き関係機関と協力して情報発信に取り組んでいきたい。
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65 07泉州 ● 15和泉保健所 □ 中小企業への啓発 R7年9月～12月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

健康経営にかかる職

域のニーズの把握とと

もに、健康課題解消

のため健康経営の促

進が必要。

【目的】

管内事業所と連携し、健康経営に関心のある中小企業等へ健康づくりの情報提供を行うとともに、職域の健康課

題について把握する。

【内容】

健康経営等健康づくりに関心のある中小企業へ生活習慣病対策等

①健康経営に興味がある中小企業へのアプローチ（特定給食施設等への事業所訪問）

②和泉大津地区労働基準協会へ連携打診

③商工会議所・商工会や過去に支援した企業に対する支援

【対象】

管内の中小企業健康づくり担当者及び従業員

【結果】

①3事業所へ訪問。ニーズのあった1事業所は来年度以降、公衆栄養臨地実習生と連携し、食生活改善に

かかる啓発媒体を作成予定。

②和泉大津地区労働基準協会主催・全国労働衛生準備説明会にて、「働く世代の心とからだの健康づくり」

をテーマに講演会を実施（26名参加）。アンケートで出席者の68％がストレス対処法について参考になったと

回答。来年度も保健所の講演希望あり。協会の紹介により1事業所を訪問するも、常勤産業医がおり健康づ

くりに取り組めているため、保健所との連携ニーズなし。

③高石商工会議所へ運動啓発の階段ステッカーを配付。商工会議所の掲示いただいた取り組みを地域職域

連携推進連絡会にて報告に至る。

【課題】

上記取組の事業所訪問や講演会のアンケート結果より、健康づくりに関心のある事業所は限られており、今

後、管内の健康宣言事業所や健康経営優良法人認定事業所へアンケートを行い、健康づくりの取り組み状

況を把握していきたい。

66 07泉州 ● 15和泉保健所 □

禁煙指導担当者学

習会

（たばこ対策事業予

算で実施予定）

R7年6月 ◎ 〇 〇 〇 〇

健康づくり等担当者

の効果的な働きかけ

を通じて喫煙率を低

下させるため。

【目的】

地域の健康課題のひとつである喫煙率を低下させるため、禁煙指導及び健康づくりを行う担当者が、保健指導等

において効果的な指導、禁煙支援を実践することで、対象者の行動変容に繋がることを目指す。加えて地域・職

域で共通した質の高い禁煙指導を実施できることを目指す。

【内容】

新型たばこ等の情報提供＋禁煙指導のロールプレイング

【対象】

保健所管内の国民健康保険担当者、健康づくり担当者および健康教育に携わる関係機関職員等、職域におい

て禁煙指導を担当する者（協会けんぽ保健師、商工会議所会員企業の産業保健師等）

【結果】

管内市町の健康づくり担当者、職域関係者18名が参加。アンケートでは講義内容について「理解できた」「少

し理解できた」と答えた方が100％であった。禁煙支援の「経験なし」「1年目」の方が14名であり、「ロールプレ

イを体験できて良かった」「対面時の確認内容や声かけの仕方が印象に残った」と回答があり、禁煙支援担当

者のスキルアップにより、住民へ効果的な禁煙支援の実践につながった。研修参加者から「無関心層に指導が

入りにくい」「育児中の母から『加熱式たばこに変えたら大丈夫』とあしらわれる」などの実体験の声があがった。

【課題】

健康づくりについて無関心層を関心層へと導くことが難しい。妊産婦に喫煙のリスクを理解してもらいにくい。

67 07泉州 ● 15和泉保健所 □
事業所食堂における

食環境整備

R7年11月

～R8年3月
◎ 〇 〇

事業所における健康

づくりの取組みの機運

醸成

【目的】

事業所が健康課題に合わせた取組みを主体的に実施し、従業員の健康づくりを促すような食環境整備を支援す

る。

【内容】

事業所の健康課題、食生活の課題に合わせた媒体を公衆利用臨地実習生と連携し作成、食堂への設置を促

す。

【対象】

管内事業所

【結果】

・媒体作成数　卓上メモ５種

・媒体設置数　１事業所13枚

事業所の健康診断の結果から、健康課題に合わせた媒体を作成することができた。

【課題】

事業所のニーズも踏まえながら、栄養・食生活面のみでなく課題を解決する取組みを支援する必要がある。

68 07泉州 ● 15和泉保健所 □
働く世代のためのメン

タルヘルス研修
R7年10月 〇 〇 　 ◎ 〇 〇 〇

メンタルヘルス対策に

関心が高い事業場が

多い。

【目的】地域の健康課題のひとつであるメンタルヘルスについて、地域保健・職域保健が連携することで、共通の健

康課題を明確化し、効率的・効果的なメンタルヘルス対策に取組めるためのきっかけ作りとする。

【内容】

メンタルヘルス対策、自殺対策

【対象】

企業等の人事担当者、健康づくり担当者等メンタルヘルス対策に携わる者、その他、地域・職域でメンタルヘルス

対策に関心がある者

【結果】

31名が参加。アンケートでは出席者の67％がメンタルヘルス不調への向き合い方について参考になったとの意

見有。予算配当の都合上、周知機関が短期間となり、出席者は会場の収容人数の3分の1程度であった。

【課題】

事業所が興味関心を持つ研修会テーマの選定が必要。周知期間を十分に設けた上での開催が必要。

69 07泉州 ●
16岸和田保健

所
◎

岸和田保健所

地域・職域連携推進

会議

R7年8月 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

血圧が高値でも受

診・治療につながら

ず、気づかぬ間に重

症化して入院につな

がっている

【目的】

地域保健と職域保健が連携し、継続的な健康づくりの協力体制を構築することで、地域特性に応じた健康課題

の解決を図る。

【内容】

・岸和田保健所地域・職域連携についてのまとめ

・各ワーキング会議における健康づくりの取組について情報共有

・地域・職域連携推進の今後の予定について確認

【対象】

医師会、市（健康・国保担当課）、商工会議所、労働基準監督署、協会けんぽ、事業所及び健保組合、大

学

【結果】

・岸和田保健所地域・職域連携事業の全体像について、改めて目的や根拠を示し、今後のスケジュールととも

に構成員間での方針の統一を図った。

・各ワーキング会議の取組を共有することで、高血圧という同じテーマでも、それぞれのアプローチで取組を進めて

いることを構成員間で確認できた。

【課題】

各WGの取組と連動させながら、発展的な実施につながるように進めていく必要がある。

70 07泉州 ●
16岸和田保健

所
○

岸和田保健所

地域・職域連携推進

ワーキング会議（貝

塚グループ）

R7年5月

R7年6月

R7年8月

R7年9月

R7年12月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

血圧が高値でも受

診・治療につながら

ず、気づかぬ間に重

症化して入院につな

がっている

【目的】

市民や市内勤務者の高血圧罹患者が減少し、罹患後も受診継続により重症化予防ができる。

【内容】

関係機関が相互に協力して取組める健康づくり事業について検討し、下記の取組を進めた。

・30歳代からの健康資産形成・健康投資をテーマに、ワーキングで高血圧や運動に関するチラシを作成。

・9月の貝塚商工会議所会員向け健診の場で、体力測定を行うことで健康意識を高め、上記のチラシと高血圧

未治療による金銭的損失を意識させるチラシを配布し、啓発を実施。

【対象】

医師会、市（健康・国保担当課）、商工会議所、協会けんぽ、管内事業所及び健保組合、管内大学

【結果】

ワーキング会議及び啓発の実施により、事業所従業員への啓発の実施とその評価を行うことができた。

啓発方法として体力測定を取り入れたことで、若年から運動習慣を持つことの大切さを確認してもらえた。

【課題】

体力測定をきっかけに運動習慣ができれば、高血圧予防につながっていくため、今後も体力測定や運動を取り

入れた啓発の継続を検討する。
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71 07泉州 ●
16岸和田保健

所
○

岸和田保健所

地域・職域連携推進

ワーキング会議（岸

和田グループ）

R7年5月

R7年8月

R7年12月

〇 〇 ◎ 〇 〇

血圧が高値でも受

診・治療につながら

ず、気づかぬ間に重

症化して入院につな

がっている

【目的】

市民や市内勤務者の高血圧罹患者が減少し、罹患後も受診継続により重症化予防ができる。

【内容】

関係機関が相互に協力して取組める健康づくり事業について検討し、下記の取組を進めた。

・経営者層の困りごとや求める支援を把握するとともに、健康づくりの取組に興味を持ち、岸和田保健所地域・職

域連携推進事業と連携して事業を展開できる経営者（企業）を見つけるため、岸和田商工会議所会報誌を活

用し、経営者層に向けたアンケートを実施。

【対象】

医師会、市（健康・国保担当課）、商工会議所、労働基準監督署

【結果】

ワーキング会議を開催し、市内経営者向けに高血圧の啓発も含めたアンケートを実施することができた。

【課題】

アンケートの結果から、岸和田保健所地域・職域連携推進事業と連携して事業展開できる経営者（企業）

の候補をみつけ、次年度の取組につなげていく。

72 07泉州 ●
17泉佐野保健

所
◎

地域・職域連携推進

会議

R7年5月

令和７年11月

令和８年３月

(一部予定）

〇 〇 〇

がん検診受診勧奨 【目的】

健康寿命の延伸・健康格差の縮小を達成するため、地域・職域保健の連携を図り、生涯を通じた継続的な保健

サービスの提供体制を整備することを目的とする。

【内容】

昨年度の会議で企画した「がん検診受診勧奨」についての取組を進めていく。

研修会開催（関係機関向け）・がん検診受診勧奨チラシの作成等を実施。

【出席者】

管内6市町（保健・国保部門）、企業（3社）の健康管理担当

【結果】

・第１回会議では、今年度取り組む事業内容を話し合った。チラシ作成と研修会の２つのプロジェクトチームに

分かれ、参加機関が主体的に事業を進めることができた。

・がん検診受診勧奨にかかるチラシは、市町の検診のホームページに繋がるQRコードを掲載し、企業からの要

望により精密検査の受診勧奨に関する内容も加えた。

・作成したチラシ3380枚を分配し、各機関が企業従業員や住民向け配布・活用した。

・作成したチラシ及び地域・職域の取組紹介に関する記事を泉佐野商工会議所の月報へ掲載依頼。

・意見交換会では、現在各組織で課題に感じていることや、今後取り組んでみたいこと等を話し合った。

・第２回会議では、来年度取り組むテーマ（高血圧及び特定健診・がん検診）について、取組の具体的な内

容や役割分担等を話し合う。（３月予定）

【課題】

・今後、作成・活用したチラシの評価が必要。

・企業にとっても取り組むメリットがある事業を検討する必要がある。

73 07泉州 ●
17泉佐野保健

所
□

働く世代の健康づくり

事業

R7年6月

R7年7月

R7年9月

R8年3月

〇 〇 〇 〇 〇

働く世代の生活習慣

病予防

【目的】

商工会・商工会議所と連携し、管内の事業所従業員等が生活習慣病予防に関する知識を得たり、関心を持て

るよう働きかけを行う。

【内容】

①会報誌への掲載や送付・会議所窓口来所者等への配布などの啓発

【対象】商工会会員事業所等

【結果】

・商工会会報誌への健康づくりに関する記事の提供

　泉佐野商工会議所：６月受動喫煙防止、9月栄養バランス・泉佐野保健所クックパッドの紹介、３月がん

検診受診勧奨

　阪南市商工会：７月栄養バランス・泉佐野保健所クックパッドの紹介

74 07泉州 ●
17泉佐野保健

所
□

禁煙治療促進環境

整備事業

R7年

（通年）
〇 〇

喫煙・受動喫煙対策 【目的】

・喫煙率・受動喫煙の減少

・禁煙治療につながりやすい環境整備

【内容・対象】

禁煙治療医療機関リスト更新し、保健所HPやチラシ等により、府民・各市町保健担当者・職域担当者等に対し

情報発信する。

【結果】

・12月に禁煙治療医療機関に禁煙治療の実施状況について調査し、禁煙治療医療機関リストを更新。保

健所のホームページにて情報提供を行った。禁煙治療薬の再開により、禁煙治療を再開した医療機関が増

加。

・３月の地域・職域連携推進会議にて情報提供。（予定）

75 07泉州 ●
17泉佐野保健

所
□

がん検診に関する研

修会（関係機関向

け）

R7年7月 〇 〇 〇 〇

がん検診受診勧奨 【目的】

管内の地域・職域に共通した健康課題である肺がんの一次・二次検診受診率を向上させ、肺がん死亡率を減少

させる。

【内容】

管内のがん・がん検診の状況（肺がんの個別健診等）等について

日時：令和７年７月28日（月）14時00分～15時30分

【出席者】

管内6市町（保健・国保部門）、企業（3社）の健康管理担当等

【結果】

・参加者数27名

・実施後アンケートでは紡績工場が存在していたという地域特有の肺がんの原因を学び、「肺がん検診の重要

性がよく分かりとても勉強になった」等の意見が多数見られた。

【課題】

今回学んだ知識を活用し、がん検診受診勧奨及び禁煙等に効果的な取組を検討する必要。

76 07泉州 ●
17泉佐野保健

所
□

たばこ・禁煙支援等

に関する研修会（関

係機関向け）

R8年2月 〇 〇 〇 〇

がん検診受診勧奨・

喫煙対策

【目的】

管内の地域・職域に共通した健康課題である肺がんの一次・二次検診受診率を向上させ、肺がん死亡率を減少

させる。

【内容】

たばこ・新型たばこの害、禁煙支援の方法（ロールプレイの実践）

日時：令和８年２月26日（木）10時00分～12時00分

【出席者】

管内6市町（保健・国保部門）、企業（3社）の健康管理担当等

【結果】

・参加者数18名

・参加者から事前に募った個別事例を基にロールプレイを行った。

・実施後アンケートでは、「個別の禁煙支援に取り組むことができる」の回答が最も多かった。

【課題】

今回学んだ知識を活用し、がん検診受診勧奨及び禁煙等に効果的な取組を検討する必要。

→様式１へ
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77 08大阪市 〇 18大阪市 ◎

すこやか大阪２１

（第３次）推進会

議

R8年2月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

・検（健）診受診率

低値

・無関心層を含む周

知啓発の強化

・地域・職域連携の

活性化

【目的】

市民の生涯を通した健康の実現をめざし、市民一人ひとりの主体的な健康づくりを活動を関係機関、関係団体、

行政等が共同して支援し、大阪市健康増進計画「すこやか大阪２１（第３次）」を推進するため、意見聴取を

行う。

【内容】

・すこやか大阪２１（第３次）の普及啓発、支援体制、推進に関すること

・地域・職域連携の推進に関すること

【会議委員】

・市民、学識経験者、医療関係者、保健関係者、公募により先行された市民、その他健康局長が適当と認める

者

　医師会、歯科医師会、薬剤師会、地域の関係団体（女性団体、地域振興会、食生活、健康推移等）、

　健康保険組合連合会、国保連、栄養士会、看護協会、学校保健会、大学　等

【結果】

・会議において、地域職域連携の必要性及び大阪市の現状と取組みについて報告した。また大阪府から府下

全体の現状や府（都道府県として）の役割や支援等について報告。

・会議において委員に今後の取組に向けて地域・職域連携の一層の強化や課題解決に向けた具体的方策に

ついて意見を求めた。

・意見等を実務者会議へフィードバックし、今後の検討や取組みに反映させていく。

【課題】

・前計画の評価では、働く世代における健康指標が悪化しており、支援が不可欠。

・地域職域連携推進に向けた基盤づくりや実務者会議の更なる活性化が必要。

・健康課題を明確化し、働く世代に対する支援策の充実を図る。

78 08大阪市 〇 18大阪市 ○

地域・職域保健実務

者会議（すこやか大

阪２１推進事業）

R7年10月

R8年３月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

・地域・職域連携の

活性化

・検（健）診受診率

低値

・無関心層を含む周

知啓発の強化

【目的】

働く世代の健康づくりを推進するための地域保健・職域保健のネットワークづくりを行い、市民の健康づくり意識の

底上げを図る

【内容】

１　地域・職域連携の体制づくり（地域職域連携推進のための基盤づくり）

・顔の見える関係づくり

・実務者会議の活性化

・会議への新規参入部署の検討・アプローチ

２　健康課題やニースの明確化

・データ分析による健康課題の明確化

・特定健診データセット（国保＋協会けんぽ）作成・分析

３　周知啓発強化の検討

・無関心層を含むポピュレーションアプローチ

・中小企業向けメールマガジンの活用検討

【参加者】

（職域）全国健康保険協会大阪支部、大阪産業保健総合支援センター、

（地域）大阪市（福祉局保険年金課、こころの健康センター、健康局健康づくり課）

【結果】

昨年度の実務者会議から見えてきた課題に対し取組を実施。各機関の課題等を共有しながら、新規参入部

署や周知啓発強化に向けた情報交換や議論を行った。

・健康課題の明確化に向けたデータは分析中

・次年度から中小企業と関わりのある労基署が参画予定

・新たに庁内の関係部署と連携し、中小企業向けメルマガを活用した情報発信を開始。歯周病検診・禁煙・

がん検診・健康に配慮した飲酒等の健康情報を発信した。

【課題】

働く世代の健康課題を明確化し、新規参入メンバーとともに中小企業向けの健康づくりのアプローチ方法を検

討していく必要がある

79 08大阪市 〇 18大阪市 □

中小企業向け健康

情報発信（メールマ

ガジン）

R7年12月～

R8年3月
〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

・検（健）診受診率

低値

・無関心層へ情報が

届きにくい

・ヘルスリテラシーが十

分でなく、健康行動

につながりにくい

【目的】

検（健）診受診率低値等の課題に対し、健診や健康づくりに関する情報を広く届け、無関心層を含む周知啓

発を強化することを目的とする。情報発信を通じてヘルスリテラシーを高め、受診行動を促し、将来的には健康寿

命の延伸につなげる。

【内容】

・中小企業向けメールマガジンを活用した健康情報の発信

・主な発信テーマ：特定健診、がん検診、歯周病検診等の案内、休養・睡眠、禁煙、こころの健康、アルコール、

運動等

【対象】

・中小企業向けメールマガジンの受信者（事業主および従業員の双方に届く）約６万

【結果】

・新たに庁内の関係部署と連携し、中小企業向けのメールマガジンを活用した健康情報の発信を開始。

・新たな層に対する情報発信が可能となった。

・掲載実績

　掲載月：令和7年12月～令和8年3月

　回数：16回

　内容：歯周病検診、がん検診、アルコール、たばこ、女性の健康

【課題】

・現在の運用は、各部署からの依頼に基づく不定期な情報発信に留まっている。今後は、年間計画に基づき、

戦略的に情報発信を進めていく必要がある。

・イベントや新規事業の案内などもタイムリーに掲載できるようにしていく。


